
カリキュラム・ポリシー 

 

【次世代⽇本型教育システム研究開発専攻】 
 教育のグローバル化・国際標準化に対応した次世代⽇本型教育システムの研究開発⼒
および教育実践⼒を⾝につけさせるため，本専攻のカリキュラムは，専攻基盤科⽬，専
攻基礎科⽬，専攻展開科⽬，専攻発展科⽬（フィールド研究），特別研究によって，以
下のように構成されています。 
 本専攻においては，次世代⽇本型教育システム研究開発に向けて，教育学の基礎と応
⽤，グローバル・シチズンシップ育成・持続可能な社会構築，教科内容に関わる理論と
実践，国際的な開発⽀援・開発教育研究，⽇本⽂化・⽇本語教育という５つの核となる
学修テーマを，「次世代育成領域」「教科内容領域」「多⽂化共⽣教育領域」「⽇本語教育
領域」という４つの教育学上の専⾨領域に関連づけて，授業科⽬を編成しています。 

(1) 専攻基盤科⽬は，教育の実践的・専⾨的課題について学ぶために，同じ教育学研
究科にある専⾨職学位課程の専攻科⽬のうち，学校教育の根幹となる教育課程
に関わる１科⽬，さらに，次世代教育・教育の国際標準化・多⽂化共⽣のための
基礎的な知識習得を⽬的として本専攻が開設する３科⽬（１科⽬は英語による
授業）の，計４科⽬を必修とします。 

(2) 専攻基礎科⽬は，上記必修の専攻基盤科⽬に加えて，すべてのコア・テーマに関
わる本専攻の専⾨基礎的な内容を複数の領域の学術的観点から扱う授業科⽬を
１科⽬２単位以上履修します。 

(3) 専攻展開科⽬は，各コア・テーマを専⾨的・発展的に扱うため，授業の中で扱う
テーマと，それを扱う際の教育学上の観点を限定して学ばせる，本専攻の専⾨的
な科⽬群です。 

  専攻展開科⽬の各科⽬群である「次世代⽇本型領域：理論と実践」「教科内容関
連科⽬」「地域⽂化」「異⽂化間交流」「Project Study on Education in Japan」「⽇
本語教育」「Global Citizenship and Sustainability」「Global Education from 
Intercultural/Interdisciplinary Perspective」は，それぞれ複数の教育学上の専⾨
領域によって内容が構成されており，全体として４科⽬８単位以上，履修しま
す。 

  そのうち，語学学習の内容が含まれる後者（英語による授業または⽇本語教育
の授業）の４つの授業科⽬群から２科⽬４単位以上を選択必修し，本専攻の専⾨
性に関わる語学⼒・コミュニケーション能⼒を習得します。 



  また「教科内容関連科⽬」は「教科内容領域」に関わる科⽬であり，教職⼤学院
の教科内容・教育課題に関わる科⽬を履修し，学校教育について選択的に深く学
びます。 

(4) 専攻発展科⽬であるフィールド研究は２段階で国内外に展開し，それぞれフィ
ールドでの教育研究活動に事前の学習と事後の省察を組み合わせ，理論と実践
を往還させます。 

 「フィールド研究 A」（国内）または「Global Field Research A」（国外）は１年次
に履修し，教育のグローバル化・国際標準化と⽇本型教育システムに関する基礎
を実践的に学びます。 

 「フィールド研究 B」（国内）または「Global Field Research B」（国外）は２年次
に履修し，⽇本型教育システムの国際展開を実践の場で試⾏します。 

(5) 特別研究では，在籍中の学修をもとに，指導教員による修⼠論⽂の指導をつうじ
て，教育の国際標準化を先導し，⽇本型教育システムの国際発信に貢献する修了
研究をまとめます。 

 
【教育⽀援協働実践開発専攻】 
 学校教育の内外で教育⽀援・教育協働に先導的役割を果たす⼈材を養成するため，本
専攻のカリキュラムは，専攻基盤科⽬，専攻基礎科⽬，専攻展開科⽬，専攻発展科⽬（フ
ィールド研究），特別研究によって構成されます。特に専攻基礎科⽬・専攻展開科⽬・
専攻発展科⽬においては，教育課題に即した⾼度な専⾨性に基づき教育⽀援・教育協働
をプロモーションする能⼒を⾝につけさるため，教育⽀援・教育協働の特に⽅法に関す
る「強み」を習得させるべく，「教育の⾼度情報化（ＡＩサービスの活⽤等）」，「教育に
おける⼼理⽀援」，「教育における連携・協働化」の観点から履修のあり⽅を類型化(パ
ッケージ化)し，「教育ＡＩ研究」，「臨床⼼理学」，「教育協働研究」の３つのモデルを「プ
ログラム」とした上でそのまとまりに基づいて履修します。 

(1) 専⾨⼒育成の基盤として，学校教育についての専⾨基礎知識を学ぶためと，教育
⽀援⼈材としてのジェネラルな能⼒を育てることを⽬的として，専⾨職学位課
程の専攻科⽬を含む「専攻基盤科⽬」を設定しています。 

(2) 各プログラムに基づく履修の基礎を培うために，それぞれのプログラム毎に「専
攻基礎科⽬」を設定しています。 

(3) 各プログラムの「専⾨⼒」，「企画提案⼒」，「分析的実践⼒」を育成するために，
「専攻展開科⽬」を設定しています。 



(4) 専⾨⼒，企画提案⼒，分析的実践⼒を確かなものにし，「コミュニケーション⼒・
チーム構築⼒」「チャレンジ精神・主体性」を⾝につけるために，「専攻発展科⽬」
を設定しています。学んできた内容を統合しプロモーション能⼒として確かな
⼒量を形成するためにも，「専攻発展科⽬」では特にそれまでに培った⼒を基本
にして，プログラム毎に指定されたフィールド(プログラム独⽴・融合)において，
サービス・ラーニング(社会実践活動と学修活動を両⽴させる⽅法)としての履修
を⾏います（フィールド研究）。 

(5) ⼤学院修了後に即戦⼒となることができる⼒量形成を⽬指し，あわせて「教育⽀
援協働学」の構築に資する考究を⾏う特別研究を履修し，修⼠論⽂に結実させる
ことで，知⾒の深化と研究能⼒の⾼度化を図ります。 


